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お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか？ 179

ぎ
の

わ
ん
の
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〔其の42〕

ル
ー
・
シ
マ
文
化
財
教
室
」
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
イ
ガ
ル
ー
」
と
は
沖
縄
の
方
言
で
「
私
達
」

な
ど
を
指
す
言
葉
で
、
「
シ
マ
」
は
こ
こ
で
は

「
地
域
」
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
「
イ
ガ

ル
ー
・
シ
マ
文
化
財
教
室
」
は
宜
野
湾
市
内
に

あ
る
地
域
の
文
化
財
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
で
、

今
年
度
で
18

回
目
と
な
り
ま
す
。
市
内
の
一

地
域
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
室
内
で
の
講
義
や

現
地
で
の
文
化
財
案
内
な
ど
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
毎
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
詳
し

い
講
師
が
担
当
し
て
お
り
、
充
実
し
た
内
容

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
31

年
度
も
、
「
イ
ガ
ル
ー
・
シ
マ
文
化

財
教
室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
募
集
の
お

知
ら
せ
は
、
７
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

文
化
課
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イ
ガ
ル
ー
・
シ
マ
文
化
財
教
室

宜
野
湾
市
に
は
、
多
く
の
文
化
財
や
名
所

旧
跡
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
文
化
課
は
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
ら
の
場
所

へ
、
実
際
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
道
が
わ
か
ら
な
い
」

と
か
「
詳
し
い
説
明
板
が
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
「
実
際
に
現
地
へ
足
を
運
ぶ
の
は
ち
ょ
っ
と

…

」
と
た
め
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
皆

さ
ま
に
、
文
化
課
が
開
催
し
て
い
る
「
イ
ガ

◀

第
１
回

　

「
真
志
喜
を
知
ろ
う
」

◀

第
２
回

　

「
真
志
喜
の
綱
引
き

を
知
ろ
う
」

◀

第
４
回

　

真
志
喜
ヌ
ン
ド
ゥ
ン
チ
の
見
学

並
松
の
他
に
、
大
山
に
か
つ
て
あ
っ
た
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
の
平 

松 

も
写
真
に
収
め
て

い
ま
す
。

上
の
写
真
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
写
真
と
同

じ
頃
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
山
平
松

の
写
真
で
す
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
幹
回
り
３
m

、
樹
高
７
・
６
m

、
樹
冠

は
18

・
３
m

に
も
及
ん
だ
そ
う
で
す
。
こ
の

平
松
は
、
大
山
集
落
の
北
側
の
旧
県
道
（
ほ
ぼ

現
国
道
58

号
）
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。
写
真
手

前
に
見
え
る
道
が
旧
県
道
で
、
集
落
内
か
ら

客
馬
車
が
伊
佐
方
面
に
走
る
様
子
が
写
さ
れ

て
い
ま
す
。
奥
に
は
民
家
が
み
え
ま
す
が
、

１
９
３
９
（
昭
和
14

）
年
に
は
、
こ
の
場
所
に

国
の
助
成
金
を
得
て
製
糖
工
場
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
製
糖
工
場
南
西
側
の

筋
道
は
、
サ
ー
タ
ミ
チ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
大
山
平
松
や
製
糖
工
場
は
去
る
沖
縄
戦

で
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
サ
ー
タ
ミ
チ
は
現
在

も
そ
の
名
残
を
残
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

市
立
博
物
館
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大
山
集
落
北
の
玄
関
口
を

　
　

見
守
っ
た
ヒ
ラ
マ
ー
チ
ャ
ー

皆
さ
ん
は
、
２
０
１
７
年
に
沖
縄
県
立
博

物
館
・
美
術
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展

「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
見
た
沖
縄
」
を
ご
覧
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
企
画
展
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
人
の
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
で
あ
る
、

ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｈ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
、
１
９
１

７
年
に
沖
縄
で
撮
影
し
た
風
景
な
ど
の
写
真

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
宜
野

湾
に
も
訪
れ
て
お
り
、
在
り
し
日
の
宜
野
湾

▲大山ヒラマーチャー　1917（大正6）年頃

平坦な樹冠が見事に広がっています。

『写真集ぎのわん』より

▲現在の大山ヒラマーチャーがあった場所

現在のサータミチ▶
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